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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「秋」　
旧暦：文月一日～長月三十日　新暦：令和7年8月23日～令和7年11月19日
1. 元ちゃんの旧暦予想　「秋」　
冷 吞 菊 酒 (ﾚｲﾄﾞﾝｷｸｼｭ) （残暑厳しく菊酒も冷で。台風、大雨注意。）
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秋の入りは遅れ、残暑厳しくなりそうです。この秋も台風、大雨には注意が必要です。日中は暑さ残るが、朝晩に秋の気配を感じるようになるのは9月も後半になってからか。中秋の名月（芋名月）は10月６日で、十三夜（栗名月）は11月2日。10月の下旬以降、ようやく晩秋かな。

『草の戸や 日暮れてくれし 菊の酒』  (芭蕉) 

(写真：旧暦葉月廿七日　サツマイモ大漁！＜新暦10月18日＞)　　
2． 今年の 「秋」
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	富士山の初冠雪
	7.10.23
	長月三日
	∔21

	ススキの開花日（銚子）
	7.10.30
	長月十日
	∔22

	木枯らし１号（東京信地方）
	7.11.3
	長月十四日
	-4


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　【気象署の季節観測】
新暦8月の下旬から秋が始まりましたが、予想通り残暑厳しい秋の入りとなりました。東京は10日連続猛暑日で史上1位を記録。新暦９月は偏西風が平年より北に偏って流れたため、全国的に暖かい空気に覆われました。上旬前半は台風第15号の影響により西・東日本太平洋側で、また上旬後半から中旬にかけては、停滞した前線の影響で九州北部を中心に記録的な大雨となりました。新暦10月に入っても暑い日が続きます。上・中旬も偏西風が平年より北に偏って流れたため、日本列島は暖かい空気に覆われました。ところが一転、月の半ば以降なると、この時期としては顕著に強まったシベリア高気圧などによる寒気の影響で、北・東日本で気温がガクッと下がりました。「10月の下旬以降、ようやく晩秋かな」という元ちゃん予想はほぼ的中！　なお、西日本では3日から4日にかけて本州付近を通過した低気圧や前線の影響で大雨となりました。新暦11月は日本の北を低気圧が通過することが多く、低気圧の通過後には北日本を中心に冬型の気圧配置となり、18日には、青森県酸ケ湯で積雪差日合計が76cmと1979年の統計開始以降新暦11月としての記録を更新しました。熊被害の多い秋でもありました。
3． 元ちゃんの 「秋」
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皆既月食　                      　　　　　　　　　　　　雷　      　  　   　 　　中秋の名月             　　　　十三夜月
文月十七日(7/9/8)   　　  文月廿六日(7/9/17)  　　    葉月十五日(7/10/6) 　 　長月十三日（7/11/2）
　
4． 元ちゃんの旧暦予想　「冬」　新暦7.11.20～8.2.16
柚 湯 短 浴　(ﾕｽﾞﾄｳﾀﾝﾖｸ)　(年内暖か。のぼせぬよう柚子湯も短めに。）

遅い冬入となり、12月下旬頃より朝晩の冷え込みは強まりますが、日中は暖かさが残るでしょう。年が明けてようやく寒さが増してきます。冬は2026年の２月中旬頃まで続き、春の訪れを感じるのは3月に入ってからとなるでしょう。

『冬至湯の 煙あがるや 家の内』  (前田普羅) 






当たりかはずれか50：50てアレやがな！











